
【みのわ本店】 【ジェンメオミィム】

【みのわMyM上越】

【みのわ本店】
新潟市中央区米山 2-5-11

【みのわMyM上越】

新潟市新潟市中中央区央区米米山山 22--55--111
TEL 025-244-1188  

【ジェンメオミィム】
新潟市中央区神道寺 2-251新潟市中央区神道寺
TEL 025-245-3388  【みのわMyM上越】

上越市藤野新田 1174-1上越市藤野新田 1174-1
TEL 025-520-8911  

新年のお慶びを申し上げます 

石岡 幸雄
53

〒140-0004　東京都品川区南品川2-4-7 アサミビル10階
TEL 03-3458-2011    FAX 03-3458-2089

http ://www.sophy.co.jp
E-mail ngc@sophy.co.jp

http://woodybell-j.com/
e-mail/woodybell12@gmail.com

TEL 03-5688-2390

Woody Bell （ウッディー ベル）
東京都台東区東上野2-10-2第5政木ビル3階

特殊な修理を
得意とする
～WOODY BELL～

修理・リフォーム
時計彫りなど

estate@kha.biglobe.ne.jp

田中　勇

宝石・時計・眼鏡の専門店、250店舗が
加盟しているボランタリーチェーンです。

独立した専門店同志がチェーンオペレー
ションの組織をつくっていますので、会員
店同志のつながりがあるのが特徴です。
専門店のかかえる様々な問題を、みんなで
共に解決していきませんか。

■創業66年の歴史を持つ専門店グループ。
■お客様の求める価値ある商品企画開発
■お客様の感動をプロデュースする、催事企
　画、共同販促。
■公開経営方針に基づく効率経営指導と、
　リテールサポート。
■各分野の専門講師を招いての全体会議。
■認定支援機関の資格を持った本部スタッフ
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―生活文化の向上に寄与して参ります―

お試し入会大歓迎！

株式会社 ジュエラーズジャパン

　昨年は、夏以降コロナも多少落ち
つき、10月頃にはインバウンド需要
が戻りつつあるものの、地金価格の
高騰、ダイヤの値上がりなど厳しい
業界環境下で行き先を苦慮された
業者の方も多かったのではないで
しょうか。
　問題点を整理し、今年はなんとか
明るい兆しが見える一年にしたいも
のです。
　私共の学院では、ここ10年、ジュ
エリーデザイン・制作と共に、Ｇｅｍ
―Ａ（英国宝石学協会）の宝石学
ファンデーション、ディプロマ普及に
取り組み毎年鑑別・鑑定のプロ
フェッショナルを輩出してきましたが、
今年は新たな展開の年になります。
　Ｇｅｍ―Ａ宝石学はこれまで日本
宝石協会（ＪＧＳ）と提携して実施して
きましたが、本年１月より、日本宝飾ク
ラフト学院が日本におけるＡＴＣ（Ｇｅ
ｍ―Ａ認定教育機関）として単独で実
施、運営していくことになりました。
　日本宝石協会には、今後も何かとご協
力願うこともありますが、Ｇｅｍ―Ａとの
対応、その他については当学院が直接行
うことになったことをお知らせいたします。
　そして、本年４月からは、新たにＤＧＡ
（Ｇｅｍ―Ａダイヤモンドディプロマ資
格）取得のためのダイヤモンドコースが
始まります。
　このコースはＧｅｍ―Ａが近年力を入
れているコースで、ダイヤモンドの最新理
論にもとづいて、高度な専門知識からグ
レーディングまでを９カ月で学ぶコース
です。試験は筆記と実技で行われ、合格
するとＤＧＡのタイトルを取得することが

できます。ダイヤモンドの知識のレベ
ルアップ、キャリアアップを目指す方
は、ぜひ受講をご検討ください。
　その他の宝石学コースとしては、
宝石の価値について学ぶ「宝石品
質判定講座」があり、宝石品質判定
士を目指して学ばれています。
　また春までには詳細を発表でき
ると思いますが、これまでの教育経
験を元に、日本初の実践的宝石学
コース（ＰＧコース）も開発中ですの
でご期待ください。
　40年以上の実績があるジュエ
リーデザイン・制作コースについて
は、これまでどおり、全日制学科・総
合学科と充実した授業を展開して
いますが、来年４月からはこれらの
学科でも宝石学のカリキュラムも多
く取り入れていきます。
　従来のジュエリー学校における教
育といえば、デザイン・制作が主流で

したが、これでは今後の教育ニーズには
十分対応できないと考えて、宝石学を
重視したコースを強化しました。
　より高度な宝石学を学ぶことにより
ジュエリーのプロとしての自信にもつな
がり、ＪＣ（日本ジュエリー協会認定資
格）２級・１級合格への道も近づくと思
われます。
　私たちの学院が目指すものは、
ジュエリーデザイン・制作と本格的
な宝石学の両方が学べる「オン
リーワン・スクール」です。
　いつの時代でも人材育成は業界
維持・発展の基本中の基本です。
今後とも本学院の教育方針へのご
理解とご支持をお願いします。

日本宝飾クラフト学院
理事長
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一般社団法人宝石鑑別団体協議会（AGL）
会長

近　ケイ子

　明けましておめでとうございます。皆
様方におかれましては健やかに新年を
お迎えのことと心よりお慶び申し上げ
ます。
　長くＡＧＬの理事そして副会長を務
めてまいりましたが、会長となり改めて
ＡＧＬという組織の大切さを認識し、
気持ちを日々新たにしております。ＡＧ
Ｌは単に一般的な業界団体ではありま
せん。会員間のグレードの差異を裁定
する機能を持ち、全会員が参加して自
主ルールを制定・遵守しつつ競合して
いるという鑑別業界では世界的に珍し
い組織です。会員は組織の大小に関わ
らず得意な分野を持ち、個性に溢れて
います。私は会長として夫々が持つ多
様性を補完しあえないかと考えるよう
になりました。
　例えば、ＡＧＬは鑑別機材としてＦＴ
ＩＲまでを全会員が所持または使用可
能な状況にあるよう義務付けています
が、今後はより高度で高額な機材が必
要になってくると思われますので、各会
員が一社のみで対応するのは難しくな
る筈です。このような場合、機材を所持

している会員にデータ取りをお願いす
ることは今までもありましたので、それ
をＡＧＬ会員同士ならごく普通の「当た
り前」にしたいのです。更に私の思いは
広がり、相互に助け合える関係が築け
ればとも考えます。昨今の厳しいビジネ
ス環境では常に技術者数に余裕があ
るとは限らず、仕事量が技術者のキャ
パシティーを超えてしまうことがありま
す。このような時、気軽に声をあげ、余
裕がある会員が手を挙げて手伝えるよ
うな互助精神が生まれるような組織に
なってほしいのです。ＡＧＬが競合他
社の集合である現実を踏まえたうえ
で、宝飾業界のため、消費者のため、
何より私たち自身のために、技術力を
向上させ、コンプライアンスを志向する
組織として、存在感を高める努力をし
てまいります。
　今年の干支は癸・卯（みずのと・う）
とのことですが、「きぼう」とも読むと伺
いました。私の耳には希望と聞こえまし
た。希望の年ですから、皆様にとって明
るい一年であることを願うとともに、
AGL会員への変わらぬご支援を今年
も宜しくお願い申し上げます。

今年を希望の年に！

　新年おめでとうございます。本年がダ
イヤモンド業界にとって飛躍の年にな
るよう、心より願っております。

　昨年2022年は皆さんにとってどん
な一年だったでしょうか？ダイヤモンド
業界にとって、2022年は激動の一年
だったと私は思います。

　2月にはロシア・ウクライナ戦争が勃
発、世界の３割のダイヤモンド供給を
担うロシア産のダイヤモンドに制裁が
課され、また多くのジュエリーブランド
が脱ロシアダイヤモンドを宣言したた
め世界中のダイヤモンド流通に過去に
ない影響を与えました。この動きは紛
争ダイヤモンドの定義に関する問題を
提起し、また世界中でダイヤモンド・ト
レーサビリティの導入を加速させまし
た。現在、トレーサビリティへの取り組
みは多くのダイヤモンド企業にとって命
題となっています。老舗メゾンであるブ
シュロンは、ロシア・ウクライナ戦争勃
発の直前にSarine社によるダイヤモン
ド・トレーサビリティ付きダイヤモンド
を販売開始し、日本国内でも同じく
Sarine社のテクノロジーを使用したト
レーサビリティ証明を数々の企業が採
用しました。2022年は日本における本
当の意味でのダイヤモンド・トレーサビ
リティ元年になったと言えるでしょう。

　また昨年はメタバースがジュエリー業
界でも話題になりました。昨年初めてシ
グネットによってメタバースでジュエリ
ーが販売されましたし、また大手ファッ
ションコングロマリットであるケリング
もメタバースでのブランド展開に積極的
な姿勢を見せており、同グループのグッ
チはメタバースへの進出を果たしまし
た。今年以降、バーチャル世界でのジュ
エリー展開も加速していくでしょう。

　2022年にはラボグロウンダイヤモ
ンドの価格が更に低下し、かつて「天然
ダイヤモンドの半額」と言われていたラ
ボグロウンダイヤモンドのルース価格
は今では「天然ダイヤモンドの8分の1
から10分の1」まで下がっています。こ
れが大きいサイズのダイヤモンドを求
めるZ世代の需要にマッチし、米国では
ブライダルジュエリーの10%をラボグ
ロウンダイヤモンドが占めるようになり
ました。消費者が日本からでも簡単に
購入できるEC大手のBlue Nileでは昨
年末よりラボグロウンダイヤモンドの
エンゲージメントリングを販売開始。豊
富な在庫を誇る同サイトでは1ct、Dカ
ラーVSクラスが小売価格20万円台で
販売されています。（ルースのみ、税別）

　日本国内でも昨年は数多くのラボグ
ロウンダイヤモンドジュエリーブランド
が誕生しました。それらブランドの多く

はSNSを通じて消費者にラボグロウン
ダイヤモンドを広めることに集中してお
り、日本でもラボグロウンダイヤモンド
の認知度が急激に上昇してきていま
す。認知度が上がるにつれラボグロウ
ンダイヤモンドを使用するブランドが
増え、ブランドが増えるに連れて認知
度が上がるというスパイラルは今後も
続くでしょう。

　私のいる上海でもラボグロウンダイヤ
モンド専門のジュリーショップがECモ
ールはもちろん街中にも数多く誕生して
おり、オンラインとオフラインで大規模
な市場を形成しています。世界最大のラ
ボグロウンダイヤモンド生産国である中
国は、世界最大のラボグロウンダイヤモ
ンド消費国の一つになろうとしていま
す。これは保守的な価値観の強い中国
では大きな変化であり、SNSを中心とし
た啓蒙とZ世代の価値観に牽引されて
います。同様の変化は認知が広がるにつ
れて日本でも起こるでしょう。

　因みに、世界の主要な市場で「合成
ダイヤモンド」という名称が使用され
ているのは日本だけであることも付け
加えておきます。英語圏では「Lab 
Grown Diamond」の名称を使用して
おり、中国語圏でもそれに該当する「培
育    　」という名称が一般的に採用され
ています。これは取り扱いブランドが使
用しているだけではなく、メディア、業
界、消費者も同様に使用している名称
になります。

　改めて、このような状況の中、皆さん
の2022年のビジネスはどんな一年だ
ったでしょうか？もし特に変化がなかっ
たと感じるとしたら、2023年は変化を
する必要があります。変化しないこと、
すなわち時代に対応しないことは守り
に入っていることや停滞ですらありませ
ん。進んでいる時代の側から見ると、そ
れは後退しているのと一緒だからです。

　天然ダイヤモンドにせよラボグロウ
ンダイヤモンドにせよ、また何を採用す
るにしても、逆にしないと決めるにして
も、時代と業界の変化をグローバルな
視点で捉え、消費者の目線で新たなダ
イヤモンド業界を築く必要があります。

　皆さんが2023年を変化の年と位置
付けて挑戦するのであれば、私はどん
な事でも喜んでご協力させていただき
ます。

　具体的なご相談や質問は、私のメー
ルアドレス（takuyaito@126.com）宛
に直接ご連絡頂けますと幸いです。

『スマホ時代のダイヤモンドビジネス』
連載コラムNo.98

Pure Diamond 代表取締役
AP 経営戦略室室長
Sarine Japan SC ジェネラルマネージャー
HRD Antwerp 日本代理店ジェネラルマネージャー
AWDC Diamonds & Antwerp Ambasador
LGDEAL LLC Head of East Asia
　       　　　 　　　　　　　　　　　伊藤　拓也

消費者目線で新たなダイヤモンド業界を
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